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［1］T. Nakanishi, K. Sugiyama, M. Kitano, “Generation of photon pairs using polarization-
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• K. Tsujino, A. Shigiya, W. Kobayashi, T. Izumi, T. Onoye and Y. Nakamura: “An implementation of
moving 3-D sound synthesis system based on floating point DSP,” in Proc. of International
Symposium on Signal Processing and Information Technology (ISSPIT2003), WA4-8, Dec. 2003.
• 辻野孝輔，鴫谷篤人，小林亙，泉知論，尾上孝雄，中村行宏：“三次元音像定位処理における定位














y, z）=（X, Y, 0）で受信された信号を s（X, Y, Z）と定義する。ここで Z=ft/2 とする。但し、tは受信時刻、f
は中心周波数である。x, y, z, X, Y のいずれも中心波数で正規化する。目標境界上を動く点（x, y, z）とs（X,
Y, Z）の等位相面上を動く点（X, Y, Z）の間には次式の可逆な変換関係が成り立つことを明らかにした［1］。
左の変換を境界散乱変換、右の変換を逆境界散乱変換と呼ぶ。また、（X, Y, Z）の動く等位相面を疑
似波面と呼ぶ。この逆変換が存在する意義は大きく、擬似波面が抽出されれば逆問題が上式の単純な変




















































































［1］H. Kato and H. Nozawa:“ Proposal for 1T/1C ferroelectric random access
memory with multiple storage and application to functional memory”, Japan









































































































































トロンPACM（Phase and Amplitude Controlled Magnetron）の開発に成功した。図１にブロックダ
イアグラムを示す。PACMの周波数、位相及び振幅安定度はそれぞれ10－６以下、1°以下、1%以内であ
り、通信やレーダー、マイクロ波送電に用いることも可能な安定度を実現した。また、この周波数/位
相安定度で出力可変も100%以上を実現し（図２）、マグネトロンの可能性を広げた結果であった。
もともと位相制御制御マグネトロンは1960年代にW. C. Brownにより提唱されていた手法を我々が改
良したものであり、現在アメリカやフランスで研究が再び行われている。しかし、他の研究グループは
まだ安定度の議論まで進める段階ではなく、複数の位相制御制御マグネトロンを同期してフェイズドア
レイとして構築することもできていない。我々の研究は数年先んじており、さらに今後パスル化や変調
化も視野に入れて研究を行っていく。
図１．位相振幅制御マグネトロンのブロックダイ
アグラム
図２．コイル電流を外部制御により変化させてマ
イクロ波出力を変化させたときの位相振幅
制御マグネトロンの位相及び周波数安定性
